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（別　紙）

○事案の審議について

１．簡易公募型に準じたプロポーザル方式

1）

○ ・ 参加要件も全て満たしているため、問題ない。

○ ・ ヒアリングにより業務の理解度を確認しており、特に「対象港湾の物
流特性」を理解しているかの違いがあり、評価差がついた。

○ ・ 今後、解りやすく資料を取りまとめる。

○ ・ 一昨年から継続的に発注している業務である。

○ ・ 入札説明書に閲覧可能及び方法を記載し、特記仕様書に閲覧出来
る資料は記載している。

２）

○ ・ 内容的に業務検討との関連が強く、また委員との調整などもあるの
で、一連でやるほうが効率的である。

○ ・ 「埋立申請の変更前」が適切である。

○ ・ これまで行っている委員会資料は、全てホームページ上にて公表して
いる。また、報告書には詳細が載っている。

ヒアリングでの評価したポイントを解りやすく提案資料にコメント
書きしてください。

本業務は、毎年度（継続的）発注されている業務か。

前年度までの検討した資料提供はどのように行っているか。

回　　　　　　　　　答意見・質問

平成23年度　災害時港湾活用関連検討業務

入札参加者の審査結果で、満点に対してＤ社は点数が低いが
選定して問題ないか。

技術評価の業務理解度について、A社とC社の評価の違いは
何か。

報告書の閲覧について、過年度の報告書を見ないと、どのよう
な検討をしているかわからないのか。

中城湾港泡瀬地区環境整備検討業務

この業務に２つの委員会があるが、これは別件発注でなくても
よいのか。

B社の技術提案書の評価コメントのなかで、「前回」とあるが、
どういう意味か。


